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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月29日(2011.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞の目的とするタンパク質の力価を増加させる方法であって、
a.目的とするタンパク質をコードする核酸配列において、C末端アミノ酸リジンをコード
するコドンを欠失させ、
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b.a)からの改変核酸を含むベクターで細胞をトランスフェクトし、
c.前記目的とするタンパク質の製造を可能にする条件下で前記細胞を培養すること
を特徴とし、
前記細胞が無血清条件下で培養され、かつ、
前記目的とするタンパク質が抗体またはFc融合タンパク質である、前記方法。
【請求項２】
　細胞内で目的とするタンパク質を製造する方法であって、
a.目的とするタンパク質の力価を増加させるための請求項1記載の方法で細胞群を処理し
、
b.少なくとも1つの選択圧力の存在下で工程a)からこれらの細胞を選択し、
c.場合により単一細胞クローニングを行い、
d.細胞または培養上清から目的とするタンパク質を得ること
を特徴とする前記方法。
【請求項３】
　請求項２記載の少なくとも1つの目的とするタンパク質を製造する方法であって、段階b
)を行った後に、製造に用いる細胞をさらに遺伝子増幅段階にかけることを特徴とする前
記方法。
【請求項４】
　目的とするタンパク質が抗体の重鎖であり、C末端アミノ酸がリジン(Lys)であることを
特徴とする、請求項1～３のいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　抗体の重鎖がIgG1、IgG2、IgG3またはIgG4型に属し、好ましくはIgG1、IgG2またはIgG4
型に属することを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　目的とするタンパク質が、モノクローナル抗体、ポリクローナル抗体、哺乳動物抗体、
マウス抗体、キメラ抗体、ヒト化抗体、霊長類抗体またはヒト抗体、Fc、Fc-Fc融合タン
パク質、または前記目的とするタンパク質のフラグメントの1つと他のペプチドもしくは
ポリペプチドとの融合ポリペプチド、または、Fc-ペプチド融合タンパク質、またはFc-毒
素融合タンパク質であることを特徴とする、請求項1～４の1つに記載の方法。
【請求項７】
　懸濁培養で細胞を培養することを特徴とする、請求項1～６のいずれか１項記載の方法
。
【請求項８】
　細胞が真核細胞であり、好ましくは哺乳動物細胞である、請求項1～７のいずれか１項
記載の方法。
【請求項９】
　細胞がCHO細胞であり、好ましくはCHO DG44細胞であることを特徴とする、請求項８記
載の方法。
【請求項１０】
　C-末端アミノ酸が欠失していないタンパク質の力価に比較して、力価が少なくとも10％
、20％、50％、好ましくは75％増大する、請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　C-末端アミノ酸が欠失していないタンパク質の比生産性に比較して、比生産性が少なく
とも10％、20％、50％、好ましくは75％増大する、請求項１記載の方法。
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